
外来感染対策向上加算に係る届出書添付書類（様式１の４）に係る提出書類例 

 

【添付資料１】 

 

２ 抗菌薬適正使用のための方策 

  （記載例） 

   院内の抗菌薬の適正使用について、連携する●●●●●●病院（感染対策向上加算

１届出病院）から「市中感染症における薬剤耐性菌対策として上気道炎等の初期感染症

に広域経口剤β-ラクタム系、ニューキノロン系薬剤を安易に使用せず、起炎菌を確認

して適正な治療を行うこと」の助言を受けている。 

   また、当院では細菌学的検査を外部委託しているが、委託先とは薬剤  感受性検

査に関する詳細な契約内容を確認のうえ検査体制を整え、「中小病院における薬剤耐性

菌アウトブレイク対応ガイダンス」に沿った対応を行っている。 

 

 

 

（近畿厚生局滋賀事務所の解釈） 

  細菌学的検査はＤ０１９かＤ０１８が該当するのではと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【添付資料２】 

 

〇〇医院 外来感染防止対策部門 

構成メンバー：院内感染管理者 院長（〇〇 〇〇） 

       他：看護師２名、事務職員５名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

←医院によっては看護師の 

場合もあるかと思います。 



【添付資料３】 

 

感染防止対策部門の業務指針 

次の内容の表示物を院内掲示し、日々業務を遂行する。 

 

患者さまへ 

 

 当医院では、●●●●医師会（←所属地域医師会名）、●●●●●●病院（←感染対策向上加算１届出病

院名）と連携して感染症予防対策を実施しています。院長を院内感染症管理者に置き、看護

師、事務職員全員で感染予防マニュアルに沿って院内の消毒等の感染症予防対策を行って

います。また、抗菌薬の適正使用につきましては滋賀県感染制御ネットワーク委員会のア

ンチバイオグラム調査結果からの滋賀県下の薬剤耐性菌情報を含めて●●●●●●病院（←

感染対策向上加算１届出病院名）から情報を頂き、疾患別、起炎菌別の抗菌剤使用を心がけています。 

 患者のみなさまにはご不便をおかけすることもあるかとは存じますが、ご協力よろしく

お願いいたします。 

 

〇〇医院 院長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【添付資料４】 

 

院内感染管理者の業務内容 

 院内感染防止対策マニュアルに従い１週間に１回、医院を巡回し、感染対策の実施状況

を把握する。また、年２回全職員を集めてＡＭＲ臨床リファレンスセンターの医療従事者

向け資料などで院内の感染対策研修を行う。 

 また、●●●●医師会（←所属地域医師会名）、●●●●●●病院（←感染対策向上加算１届出病院名）に

おいて開催される院内感染対策に関するカンファレンスに年２回参加し、また、新興感染

症の発生等を想定した訓練に年１回参加する。 

 

看護師、事務職員の感染対策業務 

 午前、午後の診療業務前に院内感染防止対策マニュアルに従って手指消毒、サージカル

マスクの着用、必要に応じて防護服（プラスチックエプロン、ガウン）等の着用を行う。

午前、午後の診療業務後には玄関、室内のドアノブ、待合室の座席等、トイレ内の消毒を

行う。診療中の血液や汚物には院内感染防止対策マニュアルに従って、適切かつ安全な手

法で処置をする。不備等があれば、院長に適宜報告し適正な対処を行う。 

 

 


